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委員会
（議会運営）
9:30～

全員協議会
9:30～

委員会
（総務民生）
9:30～

委員会
（建設経済）
9:30～

委員会
（予算決算） 情報交換会
9:30～

議員連絡会
9:30～

本会議
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10:00～

本会議
（一般質問）
10:00～

9:30～

委員会
（議会運営）
15:00～

江津市議会においてDX（デジタル・トランスフォー
メーション）の取り組みを進めています。現在、タブ
レット端末を用いて、本会議や委員会などの会議に
おいてのペーパーレス化に取り組んでいます。

6月議会定例会からの本格運用に向けて、議員研
修を行い、情報交換会で試験運用を行いました。

市職員の業務の効率化も目的の一つですが、江
津市の掲げる各種計画や様 な々条例などの検索・閲
覧が容易になり、議員の資質向上が期待されます。題字：■■ ■■さん

　　　（■■■■■■■■ ■■・■■科■年）

■■ ■■

編
集
後
記

議
会
を
傍
聴
し
よ
う

江
津
市
議
会
で
は
皆
さ
ん

の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
傍
聴
を
ご
希
望
の

方
は
、
議
会
開
催
日
に
本

庁
舎
２
階
の
議
会
事
務
局

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

議
会
へ
参
加
し
よ
う

市
政
に
対
し
て
意
見
や
要
望

が
あ
れ
ば
、
議
会
へ
請
願
・

陳
情
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

請
願
の
場
合
は
市
議
会
議
員

の
紹
介
が
必
要
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■編集・発行責任者

議　　長　

■市議会だより編集特別委員会

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

坂 手　洋 介
下 谷　忠 広
森 元　健 二
植 田　圭 介
渡 辺　信 明
鍛治  恵巳子
多 田　伸 治

藤 間　義 明

市議会だより（令和6年５月1日）　　［ 編 集 ］市議会だより編集特別委員会 　 ［ 発 行 ］江津市議会事務局 ☎（0855）52‐7498
［ ホームページアドレス ］ https://www.city.gotsu.lg.jp/site/gikai/ （江津市HP内）

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。気
持
ち
も

新
た
に
令
和
６
年
度
を
迎
え
ら
れ
た
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
入
園
・
入
学
・
就
職
な
ど
、
新
た
な
生

活
が
始
ま
っ
た
方
も
多
く
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
夢
や
希
望
、
目
標
に
向
か
っ
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
市
議
会
議
員
も
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
・
ご
要
望
、
江
津
市
に
対
す
る
思
い
を
市
政

に
反
映
さ
せ
る
べ
く
、
日
々
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

市
議
会
で
は
「
議
会
の
見
え
る
化
」
を
進
め
て

い
ま
す
。現
在
は
一
般
質
問
の
動
画
配
信
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。今
後
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み

に
向
け
て
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
回
の
市
議
会
だ
よ
り
で
、
こ
の
メ
ン
バ
ー

で
の
発
行
は
最
後
と
な
り
ま
す
。次
回
か
ら
は

新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
の
発
行
と
な
り
ま
す
。皆

様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
を
参
考
に
今

後
も
親
し
み
や
す
く
、
読
み
や
す
い
紙
面
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
坂
手
　
洋
介
）

※開始時間は予定です。

市
議
会
だ
よ
り
は

こ
ち
ら
か
ら

ごうつ

2024.5
No.159

江津市小中学校音楽会（桜江小学校）

未稿

請
願
・
陳
情
締
切
／
５
月
29
日
正
午
ま
で

次
回
６
月
定
例
会 

市議会DXの取り組み
議員クラブでeスポーツについての研修・体験会

を開催しました。eスポーツは電子機器を用いて行う
競技の事を指します。ねんりんピックや国体の種目に
なっていたり、IOCがeスポーツ五輪を日本に打診す
るなど、日本や世界において盛り上がりを見せてい
ます。競技としての楽しみのほかに、教育や福祉、健
康増進などeスポーツの活用が広がっており、江津
市においてもデジタル人材育成などに活用されてい
ます。

eスポーツ研修・体験会

※令和５年度時点のものです

情報交換会でのタブレット端末試験運用 eスポーツを体験する議員

16



地域再生計画推進
企業版ふるさと納税
制度などを活用し、民
間主体の取り組みへ
支援を行う
•菰沢公園　委託料など 3150万円
•波子駅　　委託料など 130万円
•地域再生計画推進補助金 100万円
•情報発信基盤構築委託料 244万円

3624万円

江津市合併２０周年・
市政施行７０周年記念式典

1693万円
式典経費　734万円
記念事業　959万円

令和６年度  一般会計予算
令和６年第１回定例会

「第２期江津市版総合戦略」の最終年度として、人口減少対策
の総仕上げと位置付け、また「スマートシティ江津推進構想」
に基づくＤＸ推進にも重点を置き編成。

令和6年度 一般会計・特別会計予算
一般会計

特
別
会
計

国民健康保険事業
国民健康保険診療所事業
後期高齢者医療事業

１８４億７４００万円

３１億７２３７万円
１５３万円

８億７０２１万円

公営企業会計 収入総額 支出総額
８億１４９５万円
３億  ４９５万円
８億５７６２万円
７億３４８５万円

７億８９１２万円
５億８５４１万円
８億４８８０万円
７億７４５２万円

水道事業

下水道事業

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支

４月から開始される江津有福線の料金体系と時
刻表の周知方法の予定は。

問
委員質疑

生活交通バス
新設された江津有福線を含め地域住民の交通手
段を確保するため、コミュニティバスの運行を実施

4866万円

広報４月号発行の際に、バスマップを全戸配
布。より詳細なチラシを沿線の方に配布し、広
報にも関連記事を掲載予定。

答

マイナンバーカードの保有枚数率78.3％とのこと
だが、利用可能なサービスでの利用率は。

問
委員質疑

DX推進
情報システムの標準化・共通化に係る取り組みと
既存事業のDX化に向けた先進地視察、ツールの
導入・研修の実施

1億6009万円

把握しているコンビニ交付は２月末時点で
13.4％の利用があった。

答

航空写真の更新は、随時更新か、１回だけ行う
のか。また、市民にとってのメリットは。

問
委員質疑

賦課徴収費
情報システムの航空写真を更新し、固定資産税
の適正課税を図る。また、道路網図などをデータ
化し、「マップｏｎしまね」に掲載することで一般
の閲覧などの利便性向上を図る

2億7374万円

平成21年以来の更新であり、理想は３年ごと・
６年ごとだが、まずは単発で実施。
マップｏｎしまねに掲載し、事業者や市民の皆様
にご利用いただける。

答

低所得者世帯支援給付金
低所得者世帯へ１世帯１０万円給付し、当該世帯
で１８歳以下の子どもがいる場合は、子ども１人
５万円を加算給付し、支援を行う（令和５年度中
に同様の給付金を受給した世帯を除く）

8241万円

定額減税調整給付金
「デフレ脱却のための総合経済対策」を踏まえ、
定額減税を補足するために給付するもの

1億4181万円

防災集団移転促進

3億4213万円

浸水災害ハザードエリアから安全な地域へ早期
移転することで協議が整った２地区について、防
災集団移転促進事業を活用し、江の川治水対策
を促進

７５歳以上の高齢者および運転免許自主返納者を
対象にタクシー利用助成券を販売し、移動支援の
拡充を行う

タクシー利用助成

3117万円

津宮小学校・川波小学校を統合し、新しい校舎を
建設するための基本設計など

西部統合小学校建設

7988万円

平成３０年度に導入した教育ネットワークの
サーバ更新やクラウド方式への変更、不正アクセ
ス防止の認証機能強化、回線の増強

学校ＩＣＴ環境整備

1億7222万円

学校給食費緊急対策
事業補助金

物価高騰対策費

1400万円

スマートシティ江津推進構想についてはコチラ▶
https://www.city.gotsu.lg.jp/soshiki/2/25317.html　

菰沢公園ちびっこ
広場休憩施設整備
など、市内の都市
公園施設や緑地の
維持管理

都市公園管理

5983万円

江津中央公園や菰
沢公園の長寿命化
のための補修・改
築を実施

公園施設長寿命化

3544万円

既存の江津市乾燥調製施設を米の乾燥・調整拠
点に位置付け、桜江地区の米の輸送体制などを
含めた必要な施設・機械整備を実施

ライスセンター再編整備

7億5803万円

子どもたちに安全・安心で豊かな教育環境を提供
していくために危険箇所の修繕・撤去などを実施

小学校教育施設整備

2億9454万円

菰沢公園ちびっこ広場

江津市乾燥調製施設

江津東小学校

菰沢公園大型複合遊具
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地域再生計画推進
企業版ふるさと納税
制度などを活用し、民
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収益的収支
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４月から開始される江津有福線の料金体系と時
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段を確保するため、コミュニティバスの運行を実施
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布。より詳細なチラシを沿線の方に配布し、広
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だが、利用可能なサービスでの利用率は。
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化し、「マップｏｎしまね」に掲載することで一般
の閲覧などの利便性向上を図る
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平成21年以来の更新であり、理想は３年ごと・
６年ごとだが、まずは単発で実施。
マップｏｎしまねに掲載し、事業者や市民の皆様
にご利用いただける。
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低所得者世帯支援給付金
低所得者世帯へ１世帯１０万円給付し、当該世帯
で１８歳以下の子どもがいる場合は、子ども１人
５万円を加算給付し、支援を行う（令和５年度中
に同様の給付金を受給した世帯を除く）
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定額減税調整給付金
「デフレ脱却のための総合経済対策」を踏まえ、
定額減税を補足するために給付するもの
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建設するための基本設計など

西部統合小学校建設
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平成３０年度に導入した教育ネットワークの
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のための補修・改
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承認承認

可決可決

予算額 1億4455万円（補正後総額 172億7104万円）

令和５年度  一般会計補正予算（7号）
1月19日　専決処分

ＤＸ推進

8604万円

「書かない窓口」の構築など窓口の改革を行い、
「住民利便性の向上」と「業務の効率化」を図る

子ども医療費助成

1782万円

医療費の増大により当初予算から見込み金額分
を補正

地域医療支援対策

1億円
西部島根医療福祉センターへの電子カルテシステ
ムの新規導入整備費の補助

浜田地区広域行政組合負担金

6億5692万円

エコクリーンセンターごみ焼却施設の改良工事

低所得者世帯支援給付金
1億4455万円

低所得者世帯へ１世帯１０万円給付し、当該世帯で
１８歳以下の子どもがいる場合は、子ども１人５万円
を加算給付し、支援を行う

予算額 12億9894万円（補正後総額 185億6998万円）

令和５年度  一般会計補正予算(8号)

令和６年第１回定例会

低所得者支援に伴う給付金事業の補正予算を計上。

決算見込みなどによる事業費および財源調整の補正予算を計上。

地方自治法の改正により、会計年度任用職
員に勤勉手当が支給できることとなったた
め、関係条例を改正するもの

水道職員も含まれているか。問
水道職員に、会計年度任用職員の雇用は
見込んでいないので含まれていない。

答
委
員
質
疑

委
員
質
疑

●地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う
　関係条例の整備に関する条例

複数の放課後児童クラブが合同して支援
を行う際に、支援員の配置基準を緩和する
もの 合同で行う場合でも、従来の支援体制と同

じ条件で支援を行い、安全を確保する。

問 子どもたちの安全は確保できるか。

答

●放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
　基準を定める条例（一部改正）

後期高齢者支援金等賦課額に係る賦課限度
額を２２万円から２４万円に引き上げ。また
５割軽減および２割軽減に係る保険料軽減
基準額をそれぞれ引き上げるもの

限度額の引き上げは、どの市町村も同様
に実施するのか。

問
限度額は法施行令に基づいて市町村が条
例で定める。市町村ごとの判断になるが、
ほぼすべての市町村が同じように対応すると
考える。

答
委
員
質
疑

委
員
質
疑

●国民健康保険条例（一部改正）

配偶者からの暴力の防止および被害者の
保護などに関する法律の一部改正に伴い、
市営住宅入居資格に係る所要の改正を行う
もの

今のところはない。

問 該当になるような入居者はいるのか。

答

●市営住宅管理条例（一部改正）

地方自治法の主たる変更点
１．議員個人による請負に関する規制を除外
●政令で定める額年間３００万円の範囲内で、個人による地方公共団体に
対する請負が可能

２．「請負」の定義の明確化
●業として行う工事の完成若しくは作業その他の役務の給付又は物件の納
入その他の取引で当該普通地方公共団体が対価の支払いをすべきもの

総務民生委員会

建設経済委員会

議員提案で条例を制定しました

令和５年3月改正地方自治法施行により、地
方議員と地方公共団体との請負が一定額まで
可能になりました。これに伴い、議員個人によ
る請負の状況の透明性を確保することを目的
に制定するものです。

江津市議会議員の請負の状況の公表に関する条例
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承認承認

可決可決

予算額 1億4455万円（補正後総額 172億7104万円）

令和５年度  一般会計補正予算（7号）
1月19日　専決処分

ＤＸ推進

8604万円

「書かない窓口」の構築など窓口の改革を行い、
「住民利便性の向上」と「業務の効率化」を図る

子ども医療費助成

1782万円

医療費の増大により当初予算から見込み金額分
を補正

地域医療支援対策

1億円
西部島根医療福祉センターへの電子カルテシステ
ムの新規導入整備費の補助

浜田地区広域行政組合負担金

6億5692万円

エコクリーンセンターごみ焼却施設の改良工事

低所得者世帯支援給付金
1億4455万円

低所得者世帯へ１世帯１０万円給付し、当該世帯で
１８歳以下の子どもがいる場合は、子ども１人５万円
を加算給付し、支援を行う

予算額 12億9894万円（補正後総額 185億6998万円）

令和５年度  一般会計補正予算(8号)

令和６年第１回定例会

低所得者支援に伴う給付金事業の補正予算を計上。

決算見込みなどによる事業費および財源調整の補正予算を計上。

地方自治法の改正により、会計年度任用職
員に勤勉手当が支給できることとなったた
め、関係条例を改正するもの

水道職員も含まれているか。問
水道職員に、会計年度任用職員の雇用は
見込んでいないので含まれていない。

答
委
員
質
疑

委
員
質
疑

●地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う
　関係条例の整備に関する条例

複数の放課後児童クラブが合同して支援
を行う際に、支援員の配置基準を緩和する
もの 合同で行う場合でも、従来の支援体制と同

じ条件で支援を行い、安全を確保する。

問 子どもたちの安全は確保できるか。

答

●放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
　基準を定める条例（一部改正）

後期高齢者支援金等賦課額に係る賦課限度
額を２２万円から２４万円に引き上げ。また
５割軽減および２割軽減に係る保険料軽減
基準額をそれぞれ引き上げるもの

限度額の引き上げは、どの市町村も同様
に実施するのか。

問
限度額は法施行令に基づいて市町村が条
例で定める。市町村ごとの判断になるが、
ほぼすべての市町村が同じように対応すると
考える。

答
委
員
質
疑

委
員
質
疑

●国民健康保険条例（一部改正）

配偶者からの暴力の防止および被害者の
保護などに関する法律の一部改正に伴い、
市営住宅入居資格に係る所要の改正を行う
もの

今のところはない。

問 該当になるような入居者はいるのか。

答

●市営住宅管理条例（一部改正）

地方自治法の主たる変更点
１．議員個人による請負に関する規制を除外
●政令で定める額年間３００万円の範囲内で、個人による地方公共団体に
対する請負が可能

２．「請負」の定義の明確化
●業として行う工事の完成若しくは作業その他の役務の給付又は物件の納
入その他の取引で当該普通地方公共団体が対価の支払いをすべきもの

総務民生委員会

建設経済委員会

議員提案で条例を制定しました

令和５年3月改正地方自治法施行により、地
方議員と地方公共団体との請負が一定額まで
可能になりました。これに伴い、議員個人によ
る請負の状況の透明性を確保することを目的
に制定するものです。

江津市議会議員の請負の状況の公表に関する条例
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本会議 における 賛成・反対意見

働く人の実質賃金は上がらず、自営業者の所得も伸びてい
ない状況で、コロナ禍の影響や物価高騰もあるのに、所得の
１０％を超える国保料の負担がある。そういった状況で、毎
年のように賦課限度額を上げるべきではない。国言いなりの
負担増ではなく、被保険者の負担を軽減すべきであり反対。

国民健康保険法施行令の一部改正に伴うもので、後期高齢
者支援金等賦課額に係る賦課限度額や保険料軽減基準額
などを改正。賦課限度額の改正は、所得の高い世帯の保険
料の賦課限度額を引き上げるもの。医療費が上昇傾向にあ
る中、所得の高い方の負担が増え、相対的に所得の低い方
の負担を抑えるもの。保険料軽減基準額の改正は、 被保険
者均等割額および世帯別平等割額の軽減基準となる所得
判定基準の引き上げにより、２割軽減と５割軽減の対象とな
る所得範囲を広げることで、より保険料の軽減が受けやす
い。所得の低い方の負担軽減になるので賛成。

反対 坂田 優美森川 佳英

国民健康保険条例（一部改正）議案第６号

賛成

可決

予算案には、市の借金を予定より前倒しして返済する費用７
億２０４５万円が計上されている。しかし、物価高騰で市民
や事業者は厳しい状況にあり、まずはこちらを支援すべき。
実際、この補正予算案にも令和６年度当初予算案にも、市
民や事業者全体へ行き渡る施策がない。借金返済で市財
政が健全になっても、市内経済がダメになれば意味はない
ため反対。

国の財源措置に伴い、一般会計当初予算と一体的に編成
され、歳入歳出予算・繰越明許費・地方債を補正するもの。
歳入歳出予算の補正は12億9894万7000円を追加し、予
算総額は185億6998万7000円となる。繰越明許費は年
度内に完了が困難になった29事業を令和６年度に繰り越
す。地方債の補正は事業の決算見込み。各事業の決算見込
みなどによる調整や繰り上げ償還を行っており、いずれも適
切であるため賛成。

反対 坂田 優美多田 伸治

令和５年度一般会計補正予算（第８号）議案第21号

賛成

可決

第２期江津市版総合戦略の最終年度の当初予算案として、
農業を含む地場産業での取り組みが弱く、若者の人口流出
を止めるための施策が十分でなく、結婚から妊娠・出産・子
育て、再就職の切れ目のない支援ができるのか疑問が残り、
地域医療の確保や生活交通の充実が果たせる内容となって
いない。また、災害対策の予算も不十分であるため反対。

本予算では、「自治体DX推進として、江津市地域データ共通プラットフォーム構築」「地域公共交通推進として、７５歳以上の高
齢者および運転免許自主返納者を対象にタクシー利用助成券販売による移動支援拡充」「老朽施設の整備改修として、ライス
センター再整備」「江の川治水対策では、川平町田野地区、松川町長良地区を対象としての防災集団移転促進」「西部統合
小学校建設事業」などが計上されている。また生活困窮者自立支援の強化・地域医療支援対策・雇用の創出・農業の担い
手支援・市営住宅の整備・学校ＩＣＴ環境の整備・子育て支援・若者支援・高齢者福祉・防災などの事業も限られた財源で
優先順位を見極めたものであり賛成。

反対

下谷 忠広

森川 佳英

令和６年度一般会計予算議案第1４号

賛成

可決
184億円に上る当初予算案なのに、物価高騰に苦しむ市民・
事業者へ広く行き渡る支援がない。各事業での目標が示され
ず、御座なりな取り組みとなる可能性がある一方で、事業が
進まない理由を市民のせいにして、自己責任を振りかざし、自
ら立てた計画の目標への責任を放り出す。市執行部として審
査を受ける立場なのに、予算案への質疑に横槍を入れる。予
算審査でこういったことが明らかとなったため反対。

反対 多田　伸治

予算案には、下水道の管路整備費３億７３００万円が計上
され、独立採算では収まらないため、財政が厳しい一般会
計から２億５２１５万円も繰り入れる。こんな財政負担が必要
で、身の丈に合わない事業は早々に止めて、出費を抑え市
内事業者の仕事おこしにもなる浄化槽整備へ切り替えるべ
き。令和８年まで続く管路整備は、下水道の恩恵を直接受け
ない市民にも負担を強いるため反対。

令和6年度の主な建設改良事業については、将来の接続率
の向上や現有施設の能力の維持、また経営安定化に対して
も寄与すると考える。これまでも幾度も言及しているが、下水
道は地域住民のライフラインとして重要な役割を担っており、
生活環境の向上に大きく貢献していくものと考える。今後も
持続可能な範囲で事業を進めることが前提ではあるが、必
要な予算であると考え賛成。

反対 森元 健二多田 伸治

令和６年度下水道事業会計予算議案第19号

賛成

可決

反対

衆議院・参議院の政治倫理審査会が開催され、疑惑の渦
中にある国会議員の審査が行われている。疑惑の全容解明
に向けて取り組みの最中である。自民党においては、岸田総
裁自らが先頭に立ち、自浄能力を最大限に発揮し、国民に
対する不信感の払しょくに全力で取り組むとしている。参議
院予算委員会において、関係する議員を処分する旨言及さ
れた。以上のことを鑑み、この度の意見書の提出は時期尚
早であると考え反対。

意見書案は、自民党の裏金問題を政府の責任で疑惑解明
するよう求めるもの。「国会で議論され、首相が法改正を言っ
ている」と意見書提出へ反対する意見もあるが、国会での疑
惑議員の「記憶にない」「秘書がやった」との発言や、政治
パーティーを止めると言えない岸田首相を見ても、自民党に
自浄能力がないのは明らか。地方議会からも国民の怒りの
声を届け、疑惑解明への一助とする必要があり賛成。

多田 伸治寺前 克宏

政治資金規正法に係る疑惑解明を求める
意見書の提出

意見第１号

賛成

反対

意見書案は、地方議員の年金を国民年金から厚生年金へ
切り替えることを国に求め、議員のなり手を確保するとしてい
るが、議員だけが将来の安心を得ようという身勝手なもの。
年金へ不安を抱いているのは議員だけでない。意見書を提
出するなら、誰もが安心できる年金制度を構築するよう求め
るべき。議員が特権階級であるかのような意見書には反対。

当意見は、地方議会議員の厚生年金への加入を求めるも
のであり、いわゆる「議員年金」の復活を求めるものではな
い。当意見書にもあるように、会社員から議員に立候補しや
すくなる、また、多様で有為な人材の確保に寄与するなど、
将来、議員になる方のための環境整備となる制度であるこ
とから賛成。

渡辺　信明多田 伸治

厚生年金への地方議会議員の加入を求める意見書意見第２号

賛成

可決

予算案の説明では、「医療費抑制への取り組みは最重要課
題」とされており、対策として健診による予防が重要となる。し
かし、健診の受診率に目標はなく、受診者数も令和４年度決
算での１７９２人より少ない１６００人で計上されている。この
ことから「とりあえずやっておけばいい」という消極的な意図
が透けて見える予算案となっているため反対。

本市は島根県が算定した納付金を収めることで療養諸費・
高額療養費・移送費を県に請求する。被保険者が収める保
険料は、本市が県に収める納付金・保険給付費・保健事
業などを勘案し、保険料を決定。令和6年度当初予算の歳
出総額は、昨年度より増加し、これは療養費の増加によるも
ので、納付金や保険給付費が増加している。本市でも認識
されているが、医療費抑制の取り組みが重要課題。健康診
断と健康づくりなど包括的な取り組み推進の予算であるの
で賛成。

反対 坂手 洋介多田 伸治

令和６年度国民健康保険事業予算　議案第1５号

賛成

可決

否決

67



本会議 における 賛成・反対意見

働く人の実質賃金は上がらず、自営業者の所得も伸びてい
ない状況で、コロナ禍の影響や物価高騰もあるのに、所得の
１０％を超える国保料の負担がある。そういった状況で、毎
年のように賦課限度額を上げるべきではない。国言いなりの
負担増ではなく、被保険者の負担を軽減すべきであり反対。

国民健康保険法施行令の一部改正に伴うもので、後期高齢
者支援金等賦課額に係る賦課限度額や保険料軽減基準額
などを改正。賦課限度額の改正は、所得の高い世帯の保険
料の賦課限度額を引き上げるもの。医療費が上昇傾向にあ
る中、所得の高い方の負担が増え、相対的に所得の低い方
の負担を抑えるもの。保険料軽減基準額の改正は、 被保険
者均等割額および世帯別平等割額の軽減基準となる所得
判定基準の引き上げにより、２割軽減と５割軽減の対象とな
る所得範囲を広げることで、より保険料の軽減が受けやす
い。所得の低い方の負担軽減になるので賛成。

反対 坂田 優美森川 佳英

国民健康保険条例（一部改正）議案第６号

賛成

可決

予算案には、市の借金を予定より前倒しして返済する費用７
億２０４５万円が計上されている。しかし、物価高騰で市民
や事業者は厳しい状況にあり、まずはこちらを支援すべき。
実際、この補正予算案にも令和６年度当初予算案にも、市
民や事業者全体へ行き渡る施策がない。借金返済で市財
政が健全になっても、市内経済がダメになれば意味はない
ため反対。

国の財源措置に伴い、一般会計当初予算と一体的に編成
され、歳入歳出予算・繰越明許費・地方債を補正するもの。
歳入歳出予算の補正は12億9894万7000円を追加し、予
算総額は185億6998万7000円となる。繰越明許費は年
度内に完了が困難になった29事業を令和６年度に繰り越
す。地方債の補正は事業の決算見込み。各事業の決算見込
みなどによる調整や繰り上げ償還を行っており、いずれも適
切であるため賛成。

反対 坂田 優美多田 伸治

令和５年度一般会計補正予算（第８号）議案第21号

賛成

可決

第２期江津市版総合戦略の最終年度の当初予算案として、
農業を含む地場産業での取り組みが弱く、若者の人口流出
を止めるための施策が十分でなく、結婚から妊娠・出産・子
育て、再就職の切れ目のない支援ができるのか疑問が残り、
地域医療の確保や生活交通の充実が果たせる内容となって
いない。また、災害対策の予算も不十分であるため反対。

本予算では、「自治体DX推進として、江津市地域データ共通プラットフォーム構築」「地域公共交通推進として、７５歳以上の高
齢者および運転免許自主返納者を対象にタクシー利用助成券販売による移動支援拡充」「老朽施設の整備改修として、ライス
センター再整備」「江の川治水対策では、川平町田野地区、松川町長良地区を対象としての防災集団移転促進」「西部統合
小学校建設事業」などが計上されている。また生活困窮者自立支援の強化・地域医療支援対策・雇用の創出・農業の担い
手支援・市営住宅の整備・学校ＩＣＴ環境の整備・子育て支援・若者支援・高齢者福祉・防災などの事業も限られた財源で
優先順位を見極めたものであり賛成。

反対

下谷 忠広

森川 佳英

令和６年度一般会計予算議案第1４号

賛成

可決
184億円に上る当初予算案なのに、物価高騰に苦しむ市民・
事業者へ広く行き渡る支援がない。各事業での目標が示され
ず、御座なりな取り組みとなる可能性がある一方で、事業が
進まない理由を市民のせいにして、自己責任を振りかざし、自
ら立てた計画の目標への責任を放り出す。市執行部として審
査を受ける立場なのに、予算案への質疑に横槍を入れる。予
算審査でこういったことが明らかとなったため反対。

反対 多田　伸治

予算案には、下水道の管路整備費３億７３００万円が計上
され、独立採算では収まらないため、財政が厳しい一般会
計から２億５２１５万円も繰り入れる。こんな財政負担が必要
で、身の丈に合わない事業は早々に止めて、出費を抑え市
内事業者の仕事おこしにもなる浄化槽整備へ切り替えるべ
き。令和８年まで続く管路整備は、下水道の恩恵を直接受け
ない市民にも負担を強いるため反対。

令和6年度の主な建設改良事業については、将来の接続率
の向上や現有施設の能力の維持、また経営安定化に対して
も寄与すると考える。これまでも幾度も言及しているが、下水
道は地域住民のライフラインとして重要な役割を担っており、
生活環境の向上に大きく貢献していくものと考える。今後も
持続可能な範囲で事業を進めることが前提ではあるが、必
要な予算であると考え賛成。

反対 森元 健二多田 伸治

令和６年度下水道事業会計予算議案第19号

賛成

可決

反対

衆議院・参議院の政治倫理審査会が開催され、疑惑の渦
中にある国会議員の審査が行われている。疑惑の全容解明
に向けて取り組みの最中である。自民党においては、岸田総
裁自らが先頭に立ち、自浄能力を最大限に発揮し、国民に
対する不信感の払しょくに全力で取り組むとしている。参議
院予算委員会において、関係する議員を処分する旨言及さ
れた。以上のことを鑑み、この度の意見書の提出は時期尚
早であると考え反対。

意見書案は、自民党の裏金問題を政府の責任で疑惑解明
するよう求めるもの。「国会で議論され、首相が法改正を言っ
ている」と意見書提出へ反対する意見もあるが、国会での疑
惑議員の「記憶にない」「秘書がやった」との発言や、政治
パーティーを止めると言えない岸田首相を見ても、自民党に
自浄能力がないのは明らか。地方議会からも国民の怒りの
声を届け、疑惑解明への一助とする必要があり賛成。

多田 伸治寺前 克宏

政治資金規正法に係る疑惑解明を求める
意見書の提出

意見第１号

賛成

反対

意見書案は、地方議員の年金を国民年金から厚生年金へ
切り替えることを国に求め、議員のなり手を確保するとしてい
るが、議員だけが将来の安心を得ようという身勝手なもの。
年金へ不安を抱いているのは議員だけでない。意見書を提
出するなら、誰もが安心できる年金制度を構築するよう求め
るべき。議員が特権階級であるかのような意見書には反対。

当意見は、地方議会議員の厚生年金への加入を求めるも
のであり、いわゆる「議員年金」の復活を求めるものではな
い。当意見書にもあるように、会社員から議員に立候補しや
すくなる、また、多様で有為な人材の確保に寄与するなど、
将来、議員になる方のための環境整備となる制度であるこ
とから賛成。

渡辺　信明多田 伸治

厚生年金への地方議会議員の加入を求める意見書意見第２号

賛成

可決

予算案の説明では、「医療費抑制への取り組みは最重要課
題」とされており、対策として健診による予防が重要となる。し
かし、健診の受診率に目標はなく、受診者数も令和４年度決
算での１７９２人より少ない１６００人で計上されている。この
ことから「とりあえずやっておけばいい」という消極的な意図
が透けて見える予算案となっているため反対。

本市は島根県が算定した納付金を収めることで療養諸費・
高額療養費・移送費を県に請求する。被保険者が収める保
険料は、本市が県に収める納付金・保険給付費・保健事
業などを勘案し、保険料を決定。令和6年度当初予算の歳
出総額は、昨年度より増加し、これは療養費の増加によるも
ので、納付金や保険給付費が増加している。本市でも認識
されているが、医療費抑制の取り組みが重要課題。健康診
断と健康づくりなど包括的な取り組み推進の予算であるの
で賛成。

反対 坂手 洋介多田 伸治

令和６年度国民健康保険事業予算　議案第1５号

賛成

可決

否決
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江津市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する
条例の一部を改正する条例制定について
江津市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条
例制定について
地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例
の整備に関する条例の制定について
江津市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一
部を改正する条例制定について
新型コロナウイルス感染症により生じた事態に対処するた
めの職員の特殊勤務手当の特例に関する条例を廃止する
条例制定について
江津市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定につ
いて
江津市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定
について
令和５年漁港漁場整備法の一部改正に伴う関係例規の整
理に関する条例の制定について
江津市生活路線代替バス運行事業に関する条例の一部を
改正する条例制定について
江津市生活バス運行事業に関する条例の一部を改正する
条例制定について
江津市手数料条例の一部を改正する条例制定について
江津市営住宅管理条例の一部を改正する条例制定について
江津市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例制定について
令和６年度島根県江津市一般会計予算を定めることについて
令和６年度島根県江津市国民健康保険事業特別会計予算
を定めることについて
令和６年度島根県江津市国民健康保険診療所事業特別会
計予算を定めることについて
令和６年度島根県江津市後期高齢者医療事業特別会計予
算を定めることについて
令和６年度島根県江津市水道事業会計予算を定めること
について
令和６年度島根県江津市下水道事業会計予算を定めるこ
とについて
江津市手数料条例の一部を改正する条例制定について
令和５年度島根県江津市一般会計補正予算（第8号）を定
めることについて
令和５年度島根県江津市国民健康保険事業特別会計補正
予算（第4号）を定めることについて
令和５年度島根県江津市国民健康保険診療所事業特別会
計補正予算（第2号）を定めることについて
令和5年度島根県江津市後期高齢者医療事業特別会計補
正予算（第4号）を定めることについて
令和5年度島根県江津市水道事業会計補正予算（第4号）
を定めることについて
令和5年度島根県江津市下水道事業会計補正予算（第3
号）を定めることについて
江津市議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定
について
政治資金規正法に係る疑惑解明を求める意見書の提出に
ついて
厚生年金への地方議会議員の加入を求める意見書の提出
について

執
行
部
提
案

議
員
提
案

○：賛成　  ●：反対

意見書は、全会一致の場合のみ提出するため、今回は提出しません。市役所は新庁舎として耐震化済み
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市
議

市QA＆

の

の

江津市をもっと
暮らしやすくするには、
こうしたらいいな

一般質問一
般
質
問
と
は
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内

容
に
つ
い
て
、市
議
会
議
員
が
市
に
対
し

て
質
問
を
行
い
ま
す
。原
稿
は
質
問
し
た

議
員
自
身
が
、主
な
質
問
に
つ
い
て
要
旨

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

※一般質問は江津市議会公式YouTubeチャンネルに
動画を掲載しています。各議員の顔写真の右下の二
次元コードからも動画の閲覧ができます。 

　また、一般質問の全ての議事録は市のホームページの
「市議会」→「会議録検索」からも見ることができます。  
(ただし掲載は次期定例会の前になります)

Q
．市
内
の
住
宅
耐
震
化
の
状
況
は
。

A
．５
年
ご
と
の
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
結
果
か
ら
推
計
し
、直
近
で
は

平
成
30
年
度
末
の
65
・
８
％
。

Q
．能
登
半
島
地
震
の
被
害
か
ら
、住

宅
耐
震
改
修
の
補
助
金
を
１
５
０

万
円
へ
拡
充
し
、住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
と
セ
ッ
ト
に
し
て
、住
宅

耐
震
化
を
促
進
で
き
な
い
か
。

A
．令
和
６
年
度
か
ら
補
助
の
上
限

を
75
万
円
か
ら
１
０
０
万
円
へ
引

き
上
げ
る
。耐
震
改
修
と
セ
ッ
ト

で
の
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
は
、耐
震

化
率
向
上
へ
一
定
効
果
は
あ
る

が
、即
効
性
が
認
め
ら
れ
ず
、現

時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

Q
．補
助
が
拡
充
さ
れ
る
よ
う
な
答
弁

だ
が
、実
際
は
40
万
円
の
耐
震
補

強
計
画
作
成
補
助
と
75
万
円
の
耐

震
改
修
補
助
を
ま
と
め
て
１
０
０

万
円
に
し
、総
額
は
減
っ
て
い
る
。

本
市
の
計
画
で
は
、あ
と
２
年
で

耐
震
化
率
90
％
が
目
標
だ
が
達
成

で
き
る
の
か
。

A
．自
分
の
建
築
物
の
安
全
性
は
、自

分
で
確
保
す
る
も
の
。努
力
義
務

の
前
提
が
あ
る
な
か
、補
助
で
支

援
し
て
い
る
。こ
れ
以
上
の
市
独

自
の
補
助
金
は
考
え
て
い
な
い
。

Q
あ
と
２
年
で
住
宅
耐
震
化
率
90
％

の
目
標
を
達
成
で
き
る
の
か

A
自
分
の
建
築
物
の
安
全
性
は

自
分
で
確
保
す
る
も
の

多田 伸治

江津市議会
公式ＹｏｕＴｕｂｅ

チャンネル

○：賛成　  ●：反対　  △：欠席

議
長
職
は
表
決
権
な
し

議決結果【第1回議会定例会】            
議案番号 件　名

議決
結果

可決

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

否決

可決

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○
○

○

●

●

○

○

○

●

○

●

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○
○

○

●

●

○

○

○

●

○

●

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

議案第１号

議案第２号

議案第３号

議案第４号

議案第５号

議案第６号

議案第７号

議案第８号

議案第９号

議案第１０号

議案第１１号
議案第１２号
議案第１３号

議案第１４号
議案第１５号

議案第１６号

議案第１７号

議案第１８号

議案第１９号

議案第２０号
議案第２１号

議案第２２号

議案第２３号

議案第２４号

議案第２５号

議案第２６号

議案第２７号

意見第1号

意見第2号

森
元

　 

健
二

植
田

　圭
介

渡
辺

　信
明

坂
田

　優
美

寺
前

　克
宏

下
谷

　忠
広

坂
手

　洋
介

植
田

　好
雄

鍛
治 

恵
巳
子

多
田

　伸
治

山
根 

兼
三
郎

森
川

　佳
英

森
脇

　悦
朗

石
橋 

孝
義

河
野

　正
行

藤
間

　義
明

江津市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する
条例の一部を改正する条例制定について
江津市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条
例制定について
地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例
の整備に関する条例の制定について
江津市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一
部を改正する条例制定について
新型コロナウイルス感染症により生じた事態に対処するた
めの職員の特殊勤務手当の特例に関する条例を廃止する
条例制定について
江津市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定につ
いて
江津市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定
について
令和５年漁港漁場整備法の一部改正に伴う関係例規の整
理に関する条例の制定について
江津市生活路線代替バス運行事業に関する条例の一部を
改正する条例制定について
江津市生活バス運行事業に関する条例の一部を改正する
条例制定について
江津市手数料条例の一部を改正する条例制定について
江津市営住宅管理条例の一部を改正する条例制定について
江津市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例制定について
令和６年度島根県江津市一般会計予算を定めることについて
令和６年度島根県江津市国民健康保険事業特別会計予算
を定めることについて
令和６年度島根県江津市国民健康保険診療所事業特別会
計予算を定めることについて
令和６年度島根県江津市後期高齢者医療事業特別会計予
算を定めることについて
令和６年度島根県江津市水道事業会計予算を定めること
について
令和６年度島根県江津市下水道事業会計予算を定めるこ
とについて
江津市手数料条例の一部を改正する条例制定について
令和５年度島根県江津市一般会計補正予算（第8号）を定
めることについて
令和５年度島根県江津市国民健康保険事業特別会計補正
予算（第4号）を定めることについて
令和５年度島根県江津市国民健康保険診療所事業特別会
計補正予算（第2号）を定めることについて
令和5年度島根県江津市後期高齢者医療事業特別会計補
正予算（第4号）を定めることについて
令和5年度島根県江津市水道事業会計補正予算（第4号）
を定めることについて
令和5年度島根県江津市下水道事業会計補正予算（第3
号）を定めることについて
江津市議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定
について
政治資金規正法に係る疑惑解明を求める意見書の提出に
ついて
厚生年金への地方議会議員の加入を求める意見書の提出
について

執
行
部
提
案

議
員
提
案

○：賛成　  ●：反対

意見書は、全会一致の場合のみ提出するため、今回は提出しません。市役所は新庁舎として耐震化済み
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Q
．旧
庁
舎
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
快
適

性
・
省
エ
ネ
・
積
載
荷
重
の
課
題

は
、技
術
的
に
解
決
可
能
。調
査

費
を
つ
け
て
利
活
用
の
検
討
を
す

べ
き
で
は
。

A
．公
共
施
設
と
し
て
難
が
あ
る
。価

格
把
握
へ
不
動
産
鑑
定
調
査
は

行
う
。

Q
．タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
市
民
の

意
見
を
聞
く
考
え
は
。

A
．実
施
の
考
え
は
な
い
が
、や
る
な
ら

ば
建
設
的
な
提
案
の
場
と
し
た
い
。

Q
．民
間
譲
渡
、ダ
メ
な
ら
解
体
の
方

向
だ
が
、民
間
譲
渡
の
展
望
は
。

A
．手
が
挙
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

【
災
害
対
策
】

Q
．避
難
で
の
女
性
目
線
の
対
策
は
。

A
．地
域
防
災
計
画
の
改
定
中
で
、女
性

委
員
の
多
数
参
画
を
求
め
て
い
る
。

Q
．敬
川
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流

セ
ン
タ
ー
は
洪
水
・
津
波
の
指
定

避
難
所
に
な
っ
て
お
ら
ず
築
年

数
も
経
っ
て
い
る
。建
て
替
え
の

検
討
を
。

A
．新
耐
震
基
準
以
前
の
施
設
を
中

心
に
、ニ
ー
ズ
・
財
政
負
担
・
公
共

施
設
の
機
能
重
複
を
勘
案
し
検

討
す
る
。

Q
．防
災
無
線
の
全
戸
配
備
を
。

A
．啓
発
で
普
及
に
努
め
る
。

Q
旧
庁
舎
を
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ザ
と
し
て

活
用
で
き
な
い
と
し
た
判
断
は

A
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の

観
点
か
ら
適
さ
な
い
と
判
断
し
た

防災無線

地域での実践的な学びに取り組む学生

Q
．本
市
に
興
味
が
あ
り
地
域
で
実
践
的

に
学
び
た
い
大
学
生
が
、地
域
と
の

関
わ
り
が
得
ら
れ
る
よ
う
支
援
を
。

A
．地
域
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
大
学

生
に
つ
い
て
、移
住
や
関
係
人
口

増
加
を
促
進
す
る
支
援
方
法
を

検
討
す
る
。

Q
．本
市
と
の
関
わ
り
を
得
た
大
学

生
が
、人
生
の
目
標
と
し
て「
ど

の
仕
事
を
す
る
か
」を
考
え
る

き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、本
市
の

企
業
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う

学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取

り
組
み
が
重
要
だ
が
認
識
は
。

A
．実
施
を
考
え
て
い
て
も
、カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
組
み
立
て
に
悩
ん
で
い
る

企
業
が
相
当
数
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、令
和
６
年
度
は
地
域
お
こ
し

協
力
隊
で
、市
内
企
業
と
大
学
生

を
つ
な
げ
る
仕
組
み
づ
く
り
に
向

け
予
算
を
計
上
し
た
。

Q
．県
外
か
ら
地
域
で
の
学
び
に
高

い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
ち
市

内
高
校
へ
進
学
し
た
生
徒
の
事

例
が
あ
る
。本
市
の
関
係
人
口
や

地
域
の
活
動
量
を
増
や
す
起
点

と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

A
．地
域
外
か
ら
市
内
高
校
へ
進
学
し

た
生
徒
を
含
め
、若
者
世
代
が
地

域
活
動
に
参
画
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
、他
市
町
村
の
先
進
事
例

も
研
究
し
な
が
ら
、様
々
な
支
援

を
行
っ
て
い
く
。

Q
大
学
生
を
本
市
の
関
係
人
口

と
す
る
た
め
の
支
援
を

A
ど
の
よ
う
な
支
援
が
あ
る
か

検
討
す
る

Q
．都
市
部
か
ら
多
数
訪
問
者
が
あ
る

有
福
温
泉
や
松
川
町
の
江
津
工
業

団
地
な
ど
で
、携
帯
電
話
が
不
自

由
な
く
使
え
る
環
境
整
備
を
。

A
．携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
が
１
社
も
提

供
さ
れ
て
い
な
い
不
感
地
域
が
本

市
に
は
存
在
し
な
い
た
め
、本
市

独
自
の
環
境
整
備
を
行
う
予
定

は
な
い
。

Q
．各
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン

タ
ー
で
、３
社
の
携
帯
電
話
が
不

自
由
な
く
使
え
る
環
境
整
備
を
。

A
．各
セ
ン
タ
ー
に
は
Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ
環

境
が
整
っ
て
き
て
お
り
、災
害
時

の
通
信
手
段
確
保
に
寄
与
す
る

と
考
え
る
。ま
た
、移
動
基
地
局

車
の
配
備
を
事
業
者
と
協
議
開

始
し
た
。

Q
．不
感
地
域
の
解
消
へ
の
島
根
県
・

事
業
者
と
の
協
議
の
状
況
は
。

A
．電
波
の
状
態
が
悪
く
、携
帯
電
話

の
使
用
に
支
障
の
あ
る
地
域
の
改

善
を
事
業
者
に
要
望
し
て
い
る
。

【
防
災
道
の
駅
の
選
定
】

Q
．サ
ン
ピ
コ
ご
う
つ
の「
防
災
道
の

駅
」選
定
を
目
指
す
考
え
は
。

A
．選
定
に
あ
た
っ
て
は
、メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、情

報
収
集
し
て
い
る
。

Q
携
帯
電
話
の
不
感
地
域
の
解
消
を

市
独
自
で
行
う
考
え
は

A
不
感
地
域
は
本
市
に
は
存
在
し
な
い

の
で
独
自
に
行
う
予
定
は
な
い

寺前 克宏山頂の鉄塔型基地局

Q
．財
源
の
確
保
に
つ
い
て
、特
別
交
付

税
な
ど
国
へ
の
要
望
活
動
を
行
う

中
で
の
成
果
は
。

A
．特
別
交
付
税
は
、災
害
な
ど
特
別

の
財
政
需
要
に
交
付
さ
れ
る
も
の

で
、令
和
４
年
度
は
過
去
最
高
の

13
億
３
０
０
０
万
円
で
あ
り
本

市
の
貴
重
な
収
入
源
。令
和
６
年

２
月
に
省
庁
へ
要
望
し
た
が
、能

登
半
島
地
震
の
影
響
も
あ
り
、現

段
階
で
は
わ
か
ら
な
い
。

【
買
物
支
援
】

Q
．本
市
南
部
を
ま
わ
っ
て
い
る
浜
田

市
の
複
合
商
業
施
設
運
営
の
移
動

販
売
車
が
、令
和
６
年
３
月
末
で

無
期
限
休
業
す
る
と
聞
い
て
い

る
。持
続
的
に
移
動
販
売
を
し
て

く
れ
る
業
者
を
確
保
す
べ
き
だ

が
、近
隣
市
町
と
連
携
し
進
め
る

べ
き
で
は
。

A
．利
用
の
ニ
ー
ズ
が
地
域
か
ら
あ
っ
た

場
合
、生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
中
心
と
な
り
個
別
に
働
き

か
け
を
し
て
い
る
。今
後
も
近
隣
の

事
業
者
の
状
況
把
握
に
努
め
、他

市
と
も
連
携
し
て
対
応
し
た
い
。

Q
．民
間
事
業
者
へ
の
支
援
策
は
。

A
．移
動
販
売
事
業
は
軌
道
に
乗
る

ま
で
の
採
算
性
に
課
題
が
あ
り
、

本
市
で
は
、「
江
津
市
地
域
商
業

等
支
援
事
業
費
補
助
金
」を
創

設
し
、初
期
段
階
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

Q
本
市
に
お
け
る

重
点
施
策
の
具
体
的
な
進
め
方
は

A
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
恐
れ
ず

適
時
適
切
に
着
実
に
推
進
す
る

移動販売車

植田  好雄
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Q
．旧
庁
舎
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
快
適

性
・
省
エ
ネ
・
積
載
荷
重
の
課
題

は
、技
術
的
に
解
決
可
能
。調
査

費
を
つ
け
て
利
活
用
の
検
討
を
す

べ
き
で
は
。

A
．公
共
施
設
と
し
て
難
が
あ
る
。価

格
把
握
へ
不
動
産
鑑
定
調
査
は

行
う
。

Q
．タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
市
民
の

意
見
を
聞
く
考
え
は
。

A
．実
施
の
考
え
は
な
い
が
、や
る
な
ら

ば
建
設
的
な
提
案
の
場
と
し
た
い
。

Q
．民
間
譲
渡
、ダ
メ
な
ら
解
体
の
方

向
だ
が
、民
間
譲
渡
の
展
望
は
。

A
．手
が
挙
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

【
災
害
対
策
】

Q
．避
難
で
の
女
性
目
線
の
対
策
は
。

A
．地
域
防
災
計
画
の
改
定
中
で
、女
性

委
員
の
多
数
参
画
を
求
め
て
い
る
。

Q
．敬
川
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流

セ
ン
タ
ー
は
洪
水
・
津
波
の
指
定

避
難
所
に
な
っ
て
お
ら
ず
築
年

数
も
経
っ
て
い
る
。建
て
替
え
の

検
討
を
。

A
．新
耐
震
基
準
以
前
の
施
設
を
中

心
に
、ニ
ー
ズ
・
財
政
負
担
・
公
共

施
設
の
機
能
重
複
を
勘
案
し
検

討
す
る
。

Q
．防
災
無
線
の
全
戸
配
備
を
。

A
．啓
発
で
普
及
に
努
め
る
。

Q
旧
庁
舎
を
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ザ
と
し
て

活
用
で
き
な
い
と
し
た
判
断
は

A
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の

観
点
か
ら
適
さ
な
い
と
判
断
し
た

防災無線

地域での実践的な学びに取り組む学生

Q
．本
市
に
興
味
が
あ
り
地
域
で
実
践
的

に
学
び
た
い
大
学
生
が
、地
域
と
の

関
わ
り
が
得
ら
れ
る
よ
う
支
援
を
。

A
．地
域
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
大
学

生
に
つ
い
て
、移
住
や
関
係
人
口

増
加
を
促
進
す
る
支
援
方
法
を

検
討
す
る
。

Q
．本
市
と
の
関
わ
り
を
得
た
大
学

生
が
、人
生
の
目
標
と
し
て「
ど

の
仕
事
を
す
る
か
」を
考
え
る

き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、本
市
の

企
業
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う

学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取

り
組
み
が
重
要
だ
が
認
識
は
。

A
．実
施
を
考
え
て
い
て
も
、カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
組
み
立
て
に
悩
ん
で
い
る

企
業
が
相
当
数
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、令
和
６
年
度
は
地
域
お
こ
し

協
力
隊
で
、市
内
企
業
と
大
学
生

を
つ
な
げ
る
仕
組
み
づ
く
り
に
向

け
予
算
を
計
上
し
た
。

Q
．県
外
か
ら
地
域
で
の
学
び
に
高

い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
ち
市

内
高
校
へ
進
学
し
た
生
徒
の
事

例
が
あ
る
。本
市
の
関
係
人
口
や

地
域
の
活
動
量
を
増
や
す
起
点

と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

A
．地
域
外
か
ら
市
内
高
校
へ
進
学
し

た
生
徒
を
含
め
、若
者
世
代
が
地

域
活
動
に
参
画
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
、他
市
町
村
の
先
進
事
例

も
研
究
し
な
が
ら
、様
々
な
支
援

を
行
っ
て
い
く
。

Q
大
学
生
を
本
市
の
関
係
人
口

と
す
る
た
め
の
支
援
を

A
ど
の
よ
う
な
支
援
が
あ
る
か

検
討
す
る

Q
．都
市
部
か
ら
多
数
訪
問
者
が
あ
る

有
福
温
泉
や
松
川
町
の
江
津
工
業

団
地
な
ど
で
、携
帯
電
話
が
不
自

由
な
く
使
え
る
環
境
整
備
を
。

A
．携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
が
１
社
も
提

供
さ
れ
て
い
な
い
不
感
地
域
が
本

市
に
は
存
在
し
な
い
た
め
、本
市

独
自
の
環
境
整
備
を
行
う
予
定

は
な
い
。

Q
．各
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン

タ
ー
で
、３
社
の
携
帯
電
話
が
不

自
由
な
く
使
え
る
環
境
整
備
を
。

A
．各
セ
ン
タ
ー
に
は
Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ
環

境
が
整
っ
て
き
て
お
り
、災
害
時

の
通
信
手
段
確
保
に
寄
与
す
る

と
考
え
る
。ま
た
、移
動
基
地
局

車
の
配
備
を
事
業
者
と
協
議
開

始
し
た
。

Q
．不
感
地
域
の
解
消
へ
の
島
根
県
・

事
業
者
と
の
協
議
の
状
況
は
。

A
．電
波
の
状
態
が
悪
く
、携
帯
電
話

の
使
用
に
支
障
の
あ
る
地
域
の
改

善
を
事
業
者
に
要
望
し
て
い
る
。

【
防
災
道
の
駅
の
選
定
】

Q
．サ
ン
ピ
コ
ご
う
つ
の「
防
災
道
の

駅
」選
定
を
目
指
す
考
え
は
。

A
．選
定
に
あ
た
っ
て
は
、メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、情

報
収
集
し
て
い
る
。

Q
携
帯
電
話
の
不
感
地
域
の
解
消
を

市
独
自
で
行
う
考
え
は

A
不
感
地
域
は
本
市
に
は
存
在
し
な
い

の
で
独
自
に
行
う
予
定
は
な
い

寺前 克宏山頂の鉄塔型基地局

Q
．財
源
の
確
保
に
つ
い
て
、特
別
交
付

税
な
ど
国
へ
の
要
望
活
動
を
行
う

中
で
の
成
果
は
。

A
．特
別
交
付
税
は
、災
害
な
ど
特
別

の
財
政
需
要
に
交
付
さ
れ
る
も
の

で
、令
和
４
年
度
は
過
去
最
高
の

13
億
３
０
０
０
万
円
で
あ
り
本

市
の
貴
重
な
収
入
源
。令
和
６
年

２
月
に
省
庁
へ
要
望
し
た
が
、能

登
半
島
地
震
の
影
響
も
あ
り
、現

段
階
で
は
わ
か
ら
な
い
。

【
買
物
支
援
】

Q
．本
市
南
部
を
ま
わ
っ
て
い
る
浜
田

市
の
複
合
商
業
施
設
運
営
の
移
動

販
売
車
が
、令
和
６
年
３
月
末
で

無
期
限
休
業
す
る
と
聞
い
て
い

る
。持
続
的
に
移
動
販
売
を
し
て

く
れ
る
業
者
を
確
保
す
べ
き
だ

が
、近
隣
市
町
と
連
携
し
進
め
る

べ
き
で
は
。

A
．利
用
の
ニ
ー
ズ
が
地
域
か
ら
あ
っ
た

場
合
、生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
中
心
と
な
り
個
別
に
働
き

か
け
を
し
て
い
る
。今
後
も
近
隣
の

事
業
者
の
状
況
把
握
に
努
め
、他

市
と
も
連
携
し
て
対
応
し
た
い
。

Q
．民
間
事
業
者
へ
の
支
援
策
は
。

A
．移
動
販
売
事
業
は
軌
道
に
乗
る

ま
で
の
採
算
性
に
課
題
が
あ
り
、

本
市
で
は
、「
江
津
市
地
域
商
業

等
支
援
事
業
費
補
助
金
」を
創

設
し
、初
期
段
階
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

Q
本
市
に
お
け
る

重
点
施
策
の
具
体
的
な
進
め
方
は

A
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
恐
れ
ず

適
時
適
切
に
着
実
に
推
進
す
る

移動販売車

植田  好雄
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旧露国イ号殉職者慰霊碑

Q
．１
１
９
年
前
、日
露
戦
争
中
の
日
本

海
海
戦
で
ロ
シ
ア
の
イ
ル
テ
ィ
ッ

シ
ュ
号
が
損
傷
を
受
け
、和
木
の
真

島
沖
で
航
行
不
能
に
な
り
、白
旗
を

掲
げ
た
ボ
ー
ト
が
海
岸
に
た
ど
り

着
き
、和
木
の
住
民
総
出
の
手
厚
い

保
護
を
受
け
、全
乗
組
員
２
６
５
人

が
救
助
さ
れ
た
。

　
　   

近
年
は
10
周
年
お
き
に
記
念
事
業

を
開
催
し
て
き
た
が
、１
２
０
周
年

に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

A
．和
木
町
の
先
達
に
よ
る
イ
ル

テ
ィ
ッ
シ
ュ
号
乗
組
員
の
救
援
の

史
実
は
、本
市
が
世
界
に
誇
る
べ

き
人
類
愛
の
記
録
と
理
解
し
て
い

る
。記
念
事
業
は
、昨
今
の
国
際

情
勢
な
ど
も
あ
る
が
、今
後
検
討

し
て
い
く
。

【
江
津
駅
周
辺
の
開
発
】

Q
．江
津
駅
前
の
パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ
や

あ
け
ぼ
の
通
り
の
整
備
が
完
了
し

た
こ
と
で
以
前
と
比
べ
て
駅
周
辺

が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
は
分
か

る
が
、今
後「
中
心
市
街
地
活
性

化
ビ
ジ
ョ
ン
」に
あ
る
第
２
ス

テ
ー
ジ
と
し
て
、駅
舎
や
駅
前
広

場
な
ど
具
体
的
な
計
画
は
。

A
．江
津
駅
橋
上
駅
舎
整
備
計
画
は
、

老
朽
化
し
た
江
津
駅
で
橋
上
駅
舎

を
整
備
し
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど

に
よ
り
利
用
者
の
利
便
性
を
図

る
。近
年
は
駅
舎
の
コ
ン
パ
ク
ト
化

が
主
流
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

橋
上
駅
舎
の
必
要
性
も
踏
ま
え
、

今
後
は
Ｊ
Ｒ
と
協
議
し
な
が
ら
整

備
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

Q
イ
ル
テ
ィ
ッ
シ
ュ
号
乗
組
員
救
援

１
２
０
周
年
は

A
社
会
情
勢
や
国
際
状
況
を

踏
ま
え
て
判
断
す
る

山根 兼三郎

Q
．自
死
対
策
の
相
談
窓
口
体
制
は
。

A
．健
康
相
談
は
、健
康
医
療
対
策
課
。

生
活
に
つ
い
て
は
、社
会
福
祉
協

議
会
。相
談
は
悩
み
が
絡
み
合
っ
て

い
る
も
の
な
の
で
、相
談
を
受
け
た

窓
口
で
、よ
り
専
門
的
な
対
応
が

必
要
な
場
合
、他
機
関
へ
つ
な
ぐ
。

Q
．人
権
相
談
所
の
役
割
は
。

A
．い
じ
め
・
他
人
か
ら
の
誹
謗
中
傷
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、人
権
相
談
所

で
相
談
す
る
こ
と
に
よ
り
、助
言

や
関
係
機
関
へ
紹
介
で
き
る
。松

江
地
方
法
務
局
が
行
う
特
設
人

権
相
談
所
と
し
て
人
権
擁
護
委
員

が
相
談
を
受
け
て
い
る
。江
津
市

役
所
分
庁
舎
で
年
11
回
、桜
江
総

合
セ
ン
タ
ー
で
年
５
回
開
催
。本

市
の
開
設
す
る
人
権
相
談
所
で
相

談
す
る
こ
と
に
よ
り
助
言
や
関
係

機
関
へ
の
紹
介
な
ど
の
救
済
措
置

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、自
死
の

リ
ス
ク
の
低
下
に
つ
な
が
る
場
合

も
あ
る
。

【
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
】

Q
．職
員
を
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

か
ら
守
る
た
め
の
取
り
組
み
を
。

A
．厚
生
労
働
省
指
針
に
基
づ
き
、

各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
防
止
す
る

管
理
上
の
措
置
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
。今
後
も
こ
れ
ら
を
遵
守

す
る
だ
け
で
は
な
く
、防
止
す
る

広
角
的
な
取
り
組
み
が
で
き
る

よ
う
努
め
る
。

Q
身
近
な
人
の
変
化
に
気
づ
く

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
指
導
者
育
成
を

A
講
師
と
な
る
専
門
職
の
育
成
を

定
期
的
に
行
い
対
応
す
る

鍛治 恵巳子市役所１階パネル展

Q
．高
齢
者
の
聴
覚
の
状
況
は
。

A
．令
和
５
年
３
月
に
要
介
護
認
定

の
あ
る
１
９
２
８
人
に
話
し
か
け

て
調
査
し
、や
っ
と
聞
き
取
れ
る

人
36
％
、大
き
な
声
な
ら
聞
こ
え

る
人
10
％
、ほ
と
ん
ど
聞
こ
え
な

い
人
１
％
だ
っ
た
。

Q
．聴
力
と
認
知
症
と
の
関
係
は
。

A
．厚
労
省
に
よ
れ
ば
、難
聴
は
認
知

症
の
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

Q
．補
聴
器
は
い
く
ら
す
る
の
か
。

A
．障
害
者
総
合
支
援
法
で
は
、補
聴

器
購
入
助
成
が
あ
り
、令
和
３
〜

５
年
度
の
助
成
で
購
入
は
５
万
〜

15
万
円
の
補
聴
器
が
多
か
っ
た
。

Q
．加
齢
の
た
め
補
聴
器
を
必
要
と
し

て
い
る
人
の
収
入
は
、国
民
年
金

で
は
ど
ん
な
状
況
か
。

A
．市
内
の
年
金
受
給
者
の
受
給
状

況
は
把
握
で
き
な
い
が
、国
民
年

金
が
満
額
支
給
さ
れ
れ
ば
、68
歳

以
上
は
年
額
79
万
５
０
０
０
円

で
、67
歳
以
下
は
年
額
79
万
２
６

０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

Q
．聴
力
が
弱
い
人
へ
の
支
援
を
。

A
．手
話
通
訳
者
や
要
約
筆
記
者
を

派
遣
し
て
い
る
。聞
こ
え
な
い
人
へ

の
協
力
の
啓
発
、支
援
に
使
え
る

機
器
の
情
報
提
供
も
し
て
い
る
。

Q
聴
力
が
弱
い
人
へ
の
支
援
を

A
手
話
通
訳
者
や
要
約
筆
記
者
を

派
遣
し
て
い
る

森川 佳英

Q
．市
内
東
部
で
指
定
校
を
変
更
す

る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
聞
く
が
状

況
は
。

A
．令
和
６
年
度
中
学
進
学
で
、希
望

す
る
部
活
動
が
な
い
た
め
、江
東

中
学
校
か
ら
江
津
中
学
校
へ
の
変

更
が
５
件
。

Q
．通
学
は
保
護
者
の
負
担
な
の
に
、こ

れ
だ
け
の
方
が
変
更
希
望
さ
れ
る
状

況
へ
の
認
識
は
。

A
．第
２
次
学
校
再
編
基
本
計
画
で
、

小
学
校
は
４
校
に
再
編
統
合
し
、

中
学
校
は
現
状
の
４
校
を
維
持

と
し
て
い
る
。し
か
し
、人
口
減

少
・
偏
在
が
東
部
地
域
や
桜
江

地
域
で
顕
著
に
表
れ
、新
た
な
計

画
策
定
の
時
期
に
き
て
い
る
。

【
計
画
行
政
の
あ
り
方
】

Q
．学
校
の
統
廃
合
は
地
域
へ
の
影
響

も
大
き
い
。本
市
の
全
体
の
計
画
と

個
別
の
計
画
と
の
関
係
か
ら
総
合

的
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
が
、本
市

の
計
画
行
政
の
あ
り
方
は
。

A
．課
題
に
は
、市
役
所
複
数
の
部
署

も
し
く
は
全
庁
的
な
対
応
を
要
す

る
も
の
が
あ
る
。複
雑
化
・
多
様

化
が
進
む
社
会
で
は
、分
野
を
横

断
し
た
体
制
・
対
応
が
必
要
と
認

識
し
て
い
る
。第
６
次
総
合
振
興

計
画
の
見
直
し
作
業
で
、各
行
政

課
題
へ
統
合
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
も

可
能
に
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

Q
市
内
の
小
・
中
学
校
の
校
区

に
つ
い
て
現
状
と
課
題
は

A
児
童
・
生
徒
数
減
で
校
区
計
画
は

見
直
し
の
時
期
が
き
て
い
る

植田 圭介

金  額

5000～1万5000円

1万5000～5万円

片耳5万～10万円

片耳20万～30万円

片耳50万～65万円

メリット

手軽に購入できる

手軽に購入できる

雑音を抑える機
能があり音量・音
質を調整可能

オーダーメイドが
選べて、雑音が少
ない

音質が非常に良
く、全自動での細
かい調整が可能

デメリット

雑音がうるさい
音量以外は調整
できない

効果が確認でき
ない
音質が合わない

聴力測定や調整
に時間がかかる

検査や調整に時
間がかかる

検査や調整に時
間がかかる

適  性

難聴の程度が軽
い人

難聴の程度が軽
い人

テレビの音声が
聞こえれば満足
な人

騒がしい場所で
話を聞く機会が
ある人

より良い「聞こえ」
にこだわる人

江津東小学校

補聴器の金額と機能
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旧露国イ号殉職者慰霊碑

Q
．１
１
９
年
前
、日
露
戦
争
中
の
日
本

海
海
戦
で
ロ
シ
ア
の
イ
ル
テ
ィ
ッ

シ
ュ
号
が
損
傷
を
受
け
、和
木
の
真

島
沖
で
航
行
不
能
に
な
り
、白
旗
を

掲
げ
た
ボ
ー
ト
が
海
岸
に
た
ど
り

着
き
、和
木
の
住
民
総
出
の
手
厚
い

保
護
を
受
け
、全
乗
組
員
２
６
５
人

が
救
助
さ
れ
た
。

　
　   

近
年
は
10
周
年
お
き
に
記
念
事
業

を
開
催
し
て
き
た
が
、１
２
０
周
年

に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

A
．和
木
町
の
先
達
に
よ
る
イ
ル

テ
ィ
ッ
シ
ュ
号
乗
組
員
の
救
援
の

史
実
は
、本
市
が
世
界
に
誇
る
べ

き
人
類
愛
の
記
録
と
理
解
し
て
い

る
。記
念
事
業
は
、昨
今
の
国
際

情
勢
な
ど
も
あ
る
が
、今
後
検
討

し
て
い
く
。

【
江
津
駅
周
辺
の
開
発
】

Q
．江
津
駅
前
の
パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ
や

あ
け
ぼ
の
通
り
の
整
備
が
完
了
し

た
こ
と
で
以
前
と
比
べ
て
駅
周
辺

が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
は
分
か

る
が
、今
後「
中
心
市
街
地
活
性

化
ビ
ジ
ョ
ン
」に
あ
る
第
２
ス

テ
ー
ジ
と
し
て
、駅
舎
や
駅
前
広

場
な
ど
具
体
的
な
計
画
は
。

A
．江
津
駅
橋
上
駅
舎
整
備
計
画
は
、

老
朽
化
し
た
江
津
駅
で
橋
上
駅
舎

を
整
備
し
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど

に
よ
り
利
用
者
の
利
便
性
を
図

る
。近
年
は
駅
舎
の
コ
ン
パ
ク
ト
化

が
主
流
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

橋
上
駅
舎
の
必
要
性
も
踏
ま
え
、

今
後
は
Ｊ
Ｒ
と
協
議
し
な
が
ら
整

備
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

Q
イ
ル
テ
ィ
ッ
シ
ュ
号
乗
組
員
救
援

１
２
０
周
年
は

A
社
会
情
勢
や
国
際
状
況
を

踏
ま
え
て
判
断
す
る

山根 兼三郎

Q
．自
死
対
策
の
相
談
窓
口
体
制
は
。

A
．健
康
相
談
は
、健
康
医
療
対
策
課
。

生
活
に
つ
い
て
は
、社
会
福
祉
協

議
会
。相
談
は
悩
み
が
絡
み
合
っ
て

い
る
も
の
な
の
で
、相
談
を
受
け
た

窓
口
で
、よ
り
専
門
的
な
対
応
が

必
要
な
場
合
、他
機
関
へ
つ
な
ぐ
。

Q
．人
権
相
談
所
の
役
割
は
。

A
．い
じ
め
・
他
人
か
ら
の
誹
謗
中
傷
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、人
権
相
談
所

で
相
談
す
る
こ
と
に
よ
り
、助
言

や
関
係
機
関
へ
紹
介
で
き
る
。松

江
地
方
法
務
局
が
行
う
特
設
人

権
相
談
所
と
し
て
人
権
擁
護
委
員

が
相
談
を
受
け
て
い
る
。江
津
市

役
所
分
庁
舎
で
年
11
回
、桜
江
総

合
セ
ン
タ
ー
で
年
５
回
開
催
。本

市
の
開
設
す
る
人
権
相
談
所
で
相

談
す
る
こ
と
に
よ
り
助
言
や
関
係

機
関
へ
の
紹
介
な
ど
の
救
済
措
置

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、自
死
の

リ
ス
ク
の
低
下
に
つ
な
が
る
場
合

も
あ
る
。

【
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
】

Q
．職
員
を
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

か
ら
守
る
た
め
の
取
り
組
み
を
。

A
．厚
生
労
働
省
指
針
に
基
づ
き
、

各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
防
止
す
る

管
理
上
の
措
置
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
。今
後
も
こ
れ
ら
を
遵
守

す
る
だ
け
で
は
な
く
、防
止
す
る

広
角
的
な
取
り
組
み
が
で
き
る

よ
う
努
め
る
。

Q
身
近
な
人
の
変
化
に
気
づ
く

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
指
導
者
育
成
を

A
講
師
と
な
る
専
門
職
の
育
成
を

定
期
的
に
行
い
対
応
す
る

鍛治 恵巳子市役所１階パネル展

Q
．高
齢
者
の
聴
覚
の
状
況
は
。

A
．令
和
５
年
３
月
に
要
介
護
認
定

の
あ
る
１
９
２
８
人
に
話
し
か
け

て
調
査
し
、や
っ
と
聞
き
取
れ
る

人
36
％
、大
き
な
声
な
ら
聞
こ
え

る
人
10
％
、ほ
と
ん
ど
聞
こ
え
な

い
人
１
％
だ
っ
た
。

Q
．聴
力
と
認
知
症
と
の
関
係
は
。

A
．厚
労
省
に
よ
れ
ば
、難
聴
は
認
知

症
の
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

Q
．補
聴
器
は
い
く
ら
す
る
の
か
。

A
．障
害
者
総
合
支
援
法
で
は
、補
聴

器
購
入
助
成
が
あ
り
、令
和
３
〜

５
年
度
の
助
成
で
購
入
は
５
万
〜

15
万
円
の
補
聴
器
が
多
か
っ
た
。

Q
．加
齢
の
た
め
補
聴
器
を
必
要
と
し

て
い
る
人
の
収
入
は
、国
民
年
金

で
は
ど
ん
な
状
況
か
。

A
．市
内
の
年
金
受
給
者
の
受
給
状

況
は
把
握
で
き
な
い
が
、国
民
年

金
が
満
額
支
給
さ
れ
れ
ば
、68
歳

以
上
は
年
額
79
万
５
０
０
０
円

で
、67
歳
以
下
は
年
額
79
万
２
６

０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

Q
．聴
力
が
弱
い
人
へ
の
支
援
を
。

A
．手
話
通
訳
者
や
要
約
筆
記
者
を

派
遣
し
て
い
る
。聞
こ
え
な
い
人
へ

の
協
力
の
啓
発
、支
援
に
使
え
る

機
器
の
情
報
提
供
も
し
て
い
る
。

Q
聴
力
が
弱
い
人
へ
の
支
援
を

A
手
話
通
訳
者
や
要
約
筆
記
者
を

派
遣
し
て
い
る

森川 佳英

Q
．市
内
東
部
で
指
定
校
を
変
更
す

る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
聞
く
が
状

況
は
。

A
．令
和
６
年
度
中
学
進
学
で
、希
望

す
る
部
活
動
が
な
い
た
め
、江
東

中
学
校
か
ら
江
津
中
学
校
へ
の
変

更
が
５
件
。

Q
．通
学
は
保
護
者
の
負
担
な
の
に
、こ

れ
だ
け
の
方
が
変
更
希
望
さ
れ
る
状

況
へ
の
認
識
は
。

A
．第
２
次
学
校
再
編
基
本
計
画
で
、

小
学
校
は
４
校
に
再
編
統
合
し
、

中
学
校
は
現
状
の
４
校
を
維
持

と
し
て
い
る
。し
か
し
、人
口
減

少
・
偏
在
が
東
部
地
域
や
桜
江

地
域
で
顕
著
に
表
れ
、新
た
な
計

画
策
定
の
時
期
に
き
て
い
る
。

【
計
画
行
政
の
あ
り
方
】

Q
．学
校
の
統
廃
合
は
地
域
へ
の
影
響

も
大
き
い
。本
市
の
全
体
の
計
画
と

個
別
の
計
画
と
の
関
係
か
ら
総
合

的
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
が
、本
市

の
計
画
行
政
の
あ
り
方
は
。

A
．課
題
に
は
、市
役
所
複
数
の
部
署

も
し
く
は
全
庁
的
な
対
応
を
要
す

る
も
の
が
あ
る
。複
雑
化
・
多
様

化
が
進
む
社
会
で
は
、分
野
を
横

断
し
た
体
制
・
対
応
が
必
要
と
認

識
し
て
い
る
。第
６
次
総
合
振
興

計
画
の
見
直
し
作
業
で
、各
行
政

課
題
へ
統
合
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
も

可
能
に
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

Q
市
内
の
小
・
中
学
校
の
校
区

に
つ
い
て
現
状
と
課
題
は

A
児
童
・
生
徒
数
減
で
校
区
計
画
は

見
直
し
の
時
期
が
き
て
い
る

植田 圭介

金  額

5000～1万5000円

1万5000～5万円

片耳5万～10万円

片耳20万～30万円

片耳50万～65万円

メリット

手軽に購入できる

手軽に購入できる

雑音を抑える機
能があり音量・音
質を調整可能

オーダーメイドが
選べて、雑音が少
ない

音質が非常に良
く、全自動での細
かい調整が可能

デメリット

雑音がうるさい
音量以外は調整
できない

効果が確認でき
ない
音質が合わない

聴力測定や調整
に時間がかかる

検査や調整に時
間がかかる

検査や調整に時
間がかかる

適  性

難聴の程度が軽
い人

難聴の程度が軽
い人

テレビの音声が
聞こえれば満足
な人

騒がしい場所で
話を聞く機会が
ある人

より良い「聞こえ」
にこだわる人

江津東小学校

補聴器の金額と機能
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建設経済委員会行政視察 （2月7日・8日）第１７回 議会報告会
［愛知県豊田市］
豊田市では、衛星画像を活用した漏水調査につ

いて視察しました。人工衛星からのデータの利用や
AI解析による水道管の漏水調査の実証実験が行わ
れています。
令和４年２月から令和５年３月にかけては、複数の

衛星から漏水に影響を及ぼす環境要因のデータ（地
表面温度、光学画像、気象データ、植生変化など）と
水道事業体が保有する水道管路のデータ（材質、使
用年数、漏水履歴など）を組み合わせてAIで解析し
漏水リスクを算出し、漏水箇所を絞り込むものです。
漏水的中精度は３割程度ですが、従来の調査では５
年程度かかる範囲を、約半年程度ででき、効率的な
調査ができます。
課題としては、漏水可能範囲を絞り込むことはでき

ますが、実際の漏水箇所の特定には従来どおりの音
調調査が必要であること。またこの音調調査は経験
が必要であり人材育成など技術継承はこれまでどお
り必要です。
　

［三重県桑名市］
次に桑名市では、MaaSの取り組みについて視察

しました。桑名市では令和２年にMaaS推進室を設

置し、少子高齢化の進展に伴い多様化する地域課
題を解決し、将来に向けた持続可能な公共交通施
策を検討するためMaaSや自動運転といった新たな
手法にチャレンジしています。短期的な視点としてAI
活用型オンデマンドバス実証実験の取り組みがあり、
アプリか電話で予約を受け付け、AIシステムによる
ルート検索・配車により効率的な運行を行っていま
す。メリットとして路線やダイヤに縛られないため乗降
ポイントを柔軟に設定できることや、利用ニーズに応
じて運行するため効率的な配車が可能なことが挙げ
られます。課題としては事前に予約が必要なため、乗
車にひと手間かかること。利用者の多い朝夕の時間
帯には待ち時間が長くなること。システムと運行に相
当の経費を要するため持続可能な運賃設定が必要
なことなどが挙げられます。
自動運転実証実験は、将来的にレベル４自動運転

移動サービスの実現を目指し、国の補助を受けて地
元交通事業者とともに取り組んでいます。

今回の視察はどちらも先進的な課題解決に向けた
取り組みでした。視察で得た知見を活かし、多角的
な視点から持続可能な市政運営・住民サービスの充
実にむけ提言していきたいと思います。

江津市議会では市民と語る会（第17回議会報告会）を
市内すべてのコミュニティ交流センターで開催します。

当日は市民の皆さんと様々なテーマで意見交換を行います。
事前の申込みは不要です。皆様のご参加お待ちしております。

ファシリテーション研修 （１月３０日）
日本ファシリテーション協会の鈴木まり子氏を講師

に迎えて、ファシリテーション研修を行いました。市民
と語る会（議会報告会）などの際、市民の意見や主
体性を引き出す【参加型】にするにはどうしたらよい
のか、グループワークなどを円滑に進める上で気をつ
けるポイントなどを学びました。
鈴木氏は能登半島地震でも被災地に出向き、行

政や住民、ボランティアの意見の取りまとめにファシ
リテーションを活かしているとのことでした。
話し合いなどの場において主役は参加者であり、

それぞれの思いを共有することが大事であると強調
されていました。

今後、市民と語る会においても参加者それぞれが
自分事として考え、「みんなでのまちづくり」が出来る
機運を高めていきたいと思います。
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場　所時　間開催日

問い合わせ先： 江津市議会事務局  tel.（0855）52-7498
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建設経済委員会行政視察 （2月7日・8日）第１７回 議会報告会
［愛知県豊田市］
豊田市では、衛星画像を活用した漏水調査につ

いて視察しました。人工衛星からのデータの利用や
AI解析による水道管の漏水調査の実証実験が行わ
れています。
令和４年２月から令和５年３月にかけては、複数の

衛星から漏水に影響を及ぼす環境要因のデータ（地
表面温度、光学画像、気象データ、植生変化など）と
水道事業体が保有する水道管路のデータ（材質、使
用年数、漏水履歴など）を組み合わせてAIで解析し
漏水リスクを算出し、漏水箇所を絞り込むものです。
漏水的中精度は３割程度ですが、従来の調査では５
年程度かかる範囲を、約半年程度ででき、効率的な
調査ができます。
課題としては、漏水可能範囲を絞り込むことはでき

ますが、実際の漏水箇所の特定には従来どおりの音
調調査が必要であること。またこの音調調査は経験
が必要であり人材育成など技術継承はこれまでどお
り必要です。
　

［三重県桑名市］
次に桑名市では、MaaSの取り組みについて視察

しました。桑名市では令和２年にMaaS推進室を設

置し、少子高齢化の進展に伴い多様化する地域課
題を解決し、将来に向けた持続可能な公共交通施
策を検討するためMaaSや自動運転といった新たな
手法にチャレンジしています。短期的な視点としてAI
活用型オンデマンドバス実証実験の取り組みがあり、
アプリか電話で予約を受け付け、AIシステムによる
ルート検索・配車により効率的な運行を行っていま
す。メリットとして路線やダイヤに縛られないため乗降
ポイントを柔軟に設定できることや、利用ニーズに応
じて運行するため効率的な配車が可能なことが挙げ
られます。課題としては事前に予約が必要なため、乗
車にひと手間かかること。利用者の多い朝夕の時間
帯には待ち時間が長くなること。システムと運行に相
当の経費を要するため持続可能な運賃設定が必要
なことなどが挙げられます。
自動運転実証実験は、将来的にレベル４自動運転

移動サービスの実現を目指し、国の補助を受けて地
元交通事業者とともに取り組んでいます。

今回の視察はどちらも先進的な課題解決に向けた
取り組みでした。視察で得た知見を活かし、多角的
な視点から持続可能な市政運営・住民サービスの充
実にむけ提言していきたいと思います。

江津市議会では市民と語る会（第17回議会報告会）を
市内すべてのコミュニティ交流センターで開催します。

当日は市民の皆さんと様々なテーマで意見交換を行います。
事前の申込みは不要です。皆様のご参加お待ちしております。

ファシリテーション研修 （１月３０日）
日本ファシリテーション協会の鈴木まり子氏を講師

に迎えて、ファシリテーション研修を行いました。市民
と語る会（議会報告会）などの際、市民の意見や主
体性を引き出す【参加型】にするにはどうしたらよい
のか、グループワークなどを円滑に進める上で気をつ
けるポイントなどを学びました。
鈴木氏は能登半島地震でも被災地に出向き、行

政や住民、ボランティアの意見の取りまとめにファシ
リテーションを活かしているとのことでした。
話し合いなどの場において主役は参加者であり、

それぞれの思いを共有することが大事であると強調
されていました。

今後、市民と語る会においても参加者それぞれが
自分事として考え、「みんなでのまちづくり」が出来る
機運を高めていきたいと思います。
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問い合わせ先： 江津市議会事務局  tel.（0855）52-7498
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江津市議会においてDX（デジタル・トランスフォー
メーション）の取り組みを進めています。現在、タブ
レット端末を用いて、本会議や委員会などの会議に
おいてのペーパーレス化に取り組んでいます。

6月議会定例会からの本格運用に向けて、議員研
修を行い、情報交換会で試験運用を行いました。

市職員の業務の効率化も目的の一つですが、江
津市の掲げる各種計画や様 な々条例などの検索・閲
覧が容易になり、議員の資質向上が期待されます。題字：■■ ■■さん

　　　（■■■■■■■■ ■■・■■科■年）

■■ ■■
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を
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に
ご
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談
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だ
さ
い
。

■編集・発行責任者

議　　長　

■市議会だより編集特別委員会

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

坂 手　洋 介
下 谷　忠 広
森 元　健 二
植 田　圭 介
渡 辺　信 明
鍛治  恵巳子
多 田　伸 治

藤 間　義 明

市議会だより（令和6年５月1日）　　［ 編 集 ］市議会だより編集特別委員会 　 ［ 発 行 ］江津市議会事務局 ☎（0855）52‐7498
［ ホームページアドレス ］ https://www.city.gotsu.lg.jp/site/gikai/ （江津市HP内）
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※開始時間は予定です。
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江津市小中学校音楽会（桜江小学校）
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回
６
月
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会 

市議会DXの取り組み
議員クラブでeスポーツについての研修・体験会

を開催しました。eスポーツは電子機器を用いて行う
競技の事を指します。ねんりんピックや国体の種目に
なっていたり、IOCがeスポーツ五輪を日本に打診す
るなど、日本や世界において盛り上がりを見せてい
ます。競技としての楽しみのほかに、教育や福祉、健
康増進などeスポーツの活用が広がっており、江津
市においてもデジタル人材育成などに活用されてい
ます。

eスポーツ研修・体験会

※令和５年度時点のものです

情報交換会でのタブレット端末試験運用 eスポーツを体験する議員
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